
ポイント４ 殺貝効果が発揮されるのは散布後（⾧くても）7日間程度!必要に応じて追加散布をしましょう!1回目の散布７日後に田んぼの様子を見て、活動しているジャンボタニシの密度が高い場合、追加散布を検討しましょう!
密度が低い場合には、水深が深くジャンボタニシが多く生息している箇所を中心に散布しても良いです。
《スクミノン》《ジャンボたにしくん》の散布スケジュール

4月中旬 4月下旬 5月上旬 5月中旬 5月下旬

失敗しない！《スクミノン》《ジャンボたにしくん》の使い方

田植え(4/25)

越冬 雑草等を摂食イネを食害(４葉期頃まで)

ポイント２ 薬剤散布後少なくとも３～４日は水深３～５cmを保ちましょう!スクミノン等の薬剤の効果を確実にするため、薬剤散布後少なくとも３～4日は、水深３～５cmに保つようにしましょう!※ 薬剤が崩壊すると効果はなくなります。薬剤散布後は水の出入りを少なくし、田面を静かに保ちましょう。

薬剤名 効果 成分名 使用量 使用時期 使用回数
スクミノン 殺貝 メタアルデヒド 1～4kg/10a 収穫60日前まで 2回以内※メタアルデヒドを含む農薬の総使用回数ジャンボたにしくん 殺貝 メタアルデヒド 1～2kg/10a 収穫60日前まで

スクミンベイト３ 殺貝＋食害防止 燐酸第二鉄 2～4kg/10a 発生時 -
スクミハンター 食害防止 チオシクラム粒剤※４ 1～2kg/10a 収穫45日前まで 3回以内
パダン粒剤４（苗箱処理剤） 食害防止 カルタップ塩酸塩※４ 60～100g/ 箱 は種前又は移植当日 1回

ポイント３ 食害防止剤との併用には注意しましょう!食害防止剤(パダン粒剤4等)を先に(又は同時に)使用すると、ジャンボタニシの摂食行動が鈍り、スクミノン等の薬剤の効果が発揮されません。併用する場合には、食害防止剤の効果が切れてから使用しましょう!【食害防止剤の残効性 パダン粒剤4:1週間程度、スクミハンター:2週間程度】

表２ 主な防除薬剤（農薬登録情報は令和3年3月現在）

図1 田植期前後の日平均気温の推移

入水 代かき

浅水管理（4cm以下)

本資料は、千葉県農業者総合支援センターが農薬メーカーに聞取りした内容や参考文献を基にまとめたものです（令和３年３月）

単位:℃ （山武郡横芝光町、10年平均）

貝の大きさ（殻高） 密度 減収の目安※3 引用元
1.5cm～2cm 2.5頭/㎡ 5%の減収 矢野ら、1990
2.5cm以上 ２頭/㎡ 10~15%の減収 菖蒲、20032.5cm以上 2.5頭/㎡ 30~50%の減収

2回目の散布後には再度水深３～５cmに
◆ポイント２◆

ポイント１ 散布のタイミングを見極めましょう!ジャンボタニシが摂食活動を始めるのは水温が15℃以上になってからです(※１)。平均気温が15℃を上回る時期以降(※２)、水温やジャンボタニシの活動を確認してからスクミノン等の薬剤(ベイト剤)を散布しましょう。※ 水温が低く、ジャンボタニシが活動していない場合、薬剤の効果が発揮されませんので注意しましょう!

表１ 防除基準 入水後、水が澄んでいるときに水田を確認しましょう!

◆ポイント２◆

※3 ジャンボタニシ対策をしなかった場合の減収の目安です。

【作業】
【水管理】
【田面水】 散布後３～４日は水深３～５cmを維持

《スクミノン》《ジャンボたにしくん》は、ジャンボタニシが薬剤を食べて体内に吸収されることで効果が発揮されます!

※１ スクミリンゴガイ防除対策マニュアル（農林水産省、令和2年10月） ※２ 図1 田植期前後の日平均気温の推移（山武郡横芝光町、10年平均）

◎ジャンボタニシの密度が高い場合➡追加で全面散布を検討しましょう！1回目に散布した剤は既に崩壊しており、効果の継続は期待できません

◎ジャンボタニシの密度が低い場合➡浅水管理（水深4cm以下)➡水深の深い箇所を中心に薬剤のスポット散布

◆ポイント３◆食害防止剤(パダン粒剤4等)を先に(又は同時に)使用すると効果が発揮されないので注意！ 薬剤散布田植え同時又は田植え後
◆ポイント１◆

ジャンボタニシは水温15℃以上で摂食活動を開始します。早い時期の田植えでは、田植え同時散布してもジャンボタニシが薬剤を食べない可能性もあるので注意！！

散布７日後圃場確認
必要に応じて薬剤散布（２回目）

ジャンボタニシ

薬剤防除

活動開始

この資料の内容を動画で視聴できます！

それでも密度が高い場合薬剤散布（食害防止剤）※表２ 主な防除薬剤参照

◆ポイント４◆ 1回目の散布７日後に圃場を確認!

《スクミノン》《ジャンボたにしくん》薬剤散布のポイント

食害注意（田植え後２～３週間）

※4 パダン粒剤4を使用した場合には、チオシクラム又はベンスルタップを含む剤は使用しないでください（メーカー作成資料より抜粋）。

イネに被害を与えるのは水田で越冬したジャンボタニシがメインです！上手に薬剤を使ってジャンボタニシからイネを守りましょう！
※浅水管理（水深4cm以下）及び薬剤散布効果を高めるためにも、ほ場はできるだけ均平にしておきましょう！


